
特

集

2020年度
大学入試を振り返る

本誌4・5月号では、2020年度入試の速報として大学入試センター試験（以下、センター試験）の概況と国公立大、主

要私立大の出願状況についてお伝えした。

このたび、全国の高等学校の先生方にご協力いただき、約203万件の貴重な入試結果調査（合否）データを集めること

ができた。また、各大学からも最終的な入試結果資料を送付いただいている。本誌ではこれらの集計結果を踏まえ、

2020年度入試を総括する。なお、個々の大学の入試結果については15ページ以降に掲載しているので是非ご活用いた

だきたい。

受験人口の変化受験人口の変化

●18歳人口、大学志願者数ともに減少
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【図表1】18歳人口と大学志願者数の推移 18歳人口は2018年度から減少期に入って

おり、2020年度は前年から約8千人減少した

【図表1】。近年、現役大学志願率（現役大学

志願者数／高卒者数）は頭打ちとなってお

り、人口減に伴って現役大学志願者数も減少

した。また、2019年度入試では、難化が続い

ていた私立大の合格者数が3年ぶりに増加す

るなど競争が緩和した。結果として既卒大

学志願者数（浪人生）も減少した。今春の大

学志願者数は、現卒あわせて前年から2万人

減少の約65万4千人（前年比97％）であった

と推定している。

今後、18歳人口の減少は加速し、2024年度

では今春から10万人以上の減少となる。大

学志願者数も連動した減少が見込まれ、本格

的な減少期に突入する。

国公立大学国公立大学

●前期・後期日程の志願者数は大きく減少、倍率は低下

【図表2】は国公立大の直近3年の入試結果。国公立大一般入試のメインである前期日程の志願者数は前年比

94％と大きく減少、前期日程としては過去最少の志願者数となった。志願者が大きく減少した一方、合格者数は
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前年並み（前年比100％）であり、倍率は2.8倍から2.7倍へと低下した。

志願者数の減少は、大学志願者数の減少に加え、センター試験の平均点ダウンも要因である。今春のセンター

試験7科目型平均点は、文系型・理系型ともに大きくダウンした。目標とした点数に届かず国公立大への出願に

消極的になった受験生が多かったと推察する。全体の志願者は減少したものの、前年入試で倍率（志願者／合格

者）が低かった大学では志願者の増加が目立った。後述のとおり難関大を敬遠する動きはみられないものの、よ

り合格の可能性が高いとみられる大学へ出願するという安全志向がうかがえた。

後期日程の志願者数は前年比92％と減少率が高くなった。前期日程志願者に対する後期日程志願者の割合は

67.9％と前年より1.6ポイント低下した。後期日程廃止・縮小の動きが続いていることに加え、ボーダーライン

が高くなりがちな後期日程は前期日程以上に出願しにくかったようだ。

一方、合格者数は前年比102％と増加した。増加の要因の一つは、新型コロナウイルス感染症の拡大で、一部の

大学が後期日程の実施を取り止めた影響による。本来、私立大入学者など入学する意思のない者は受験しない

が、実施を取り止めるとその意思の確認が行えない。北海道大では、センター試験の成績のみで合否判定を行う

こととなり、合格者数は前年から約2割増となった。

●「総合・環境・情報・人間」は堅調な人気
社会科学系・医療系での志願者数減少が目立つ
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【図表2】国公立大入試結果 全体概況

日程
志願者数（Ａ) 合格者数（Ｂ) 倍率（Ａ／Ｂ)

18 19 20 19/18 20/19 18 19 20 19/18 20/19 18 19 20

前期 257,863 258,540 243,103 100％ 94％ 91,075 91,182 90,959 100％ 100％ 2.8 2.8 2.7

中期 29,604 31,687 31,426 107％ 99％ 4,827 5,077 4,735 105％ 93％ 6.1 6.2 6.6

後期 178,237 179,613 165,086 101％ 92％ 23,451 22,524 22,986 96％ 102％ 7.6 8.0 7.2

全体 465,704 469,840 439,615 101％ 94％ 119,353 118,783 118,680 100％ 100％ 3.9 4.0 3.7

※5月20日現在、河合塾調べ

【図表3】国公立大（前期日程）学部系統別入試結果

学部系統
志願者数（Ａ) 合格者数（Ｂ) 倍率（Ａ／Ｂ)

18 19 20 19/18 20/19 18 19 20 19/18 20/19 18 19 20

文・人文 22,058 23,387 21,946 106％ 94％ 8,126 8,148 8,032 100％ 99％ 2.7 2.9 2.7

社会・国際 13,957 14,739 12,939 106％ 88％ 4,952 5,009 4,891 101％ 98％ 2.8 2.9 2.6

法・政治 13,655 13,995 12,796 102％ 91％ 4,946 4,801 4,808 97％ 100％ 2.8 2.9 2.7

経済・経営・商 28,933 28,438 25,758 98％ 91％ 9,920 9,900 10,003 100％ 101％ 2.9 2.9 2.6

教育−教員養成課程 19,345 19,056 17,606 99％ 92％ 8,052 7,985 7,922 99％ 99％ 2.4 2.4 2.2

教育−総合科学課程 2,298 2,486 2,122 108％ 85％ 920 921 939 100％ 102％ 2.5 2.7 2.3

理 14,614 14,604 14,036 100％ 96％ 5,731 5,568 5,472 97％ 98％ 2.5 2.6 2.6

工 69,695 68,934 66,976 99％ 97％ 25,424 25,731 25,457 101％ 99％ 2.7 2.7 2.6

農 16,025 16,455 15,469 103％ 94％ 6,279 6,316 6,440 101％ 102％ 2.6 2.6 2.4

医・歯・薬・保健 38,534 37,851 34,762 98％ 92％ 11,344 11,380 11,447 100％ 101％ 3.4 3.3 3.0

医 17,064 16,390 14,741 96％ 90％ 3,796 3,744 3,721 99％ 99％ 4.5 4.4 4.0

歯 1,836 1,824 1,657 99％ 91％ 479 477 496 100％ 104％ 3.8 3.8 3.3

薬 2,948 2,859 2,620 97％ 92％ 869 883 864 102％ 98％ 3.4 3.2 3.0

看護 11,260 11,256 10,323 100％ 92％ 4,216 4,291 4,343 102％ 101％ 2.7 2.6 2.4

医療技術・他 5,426 5,522 5,421 102％ 98％ 1,984 1,985 2,023 100％ 102％ 2.7 2.8 2.7

生活科学 2,707 2,612 2,424 96％ 93％ 869 904 897 104％ 99％ 3.1 2.9 2.7

芸術・スポーツ科学 7,526 7,502 7,354 100％ 98％ 1,698 1,698 1,715 100％ 101％ 4.4 4.4 4.3

総合・環境・情報・人間 8,516 8,481 8,915 100％ 105％ 2,814 2,821 2,936 100％ 104％ 3.0 3.0 3.0

全体 257,863 258,540 243,103 100％ 94％ 91,075 91,182 90,959 100％ 100％ 2.8 2.8 2.7

※5月20日現在、河合塾調べ
※学部系統の分類は河合塾による



学部系統別にみると、「総合・環境・情報・人間」学系を除いて、いずれの系統も志願者数が減少した【図表3】。

文系では、社会科学系の志願者減少が目立つ。「社会・国際」「法・政治」学系は前年入試で志願者が増加した

大学が多かったこともあり、今春は反動で敬遠された。

理系では、「理」「工」学系の志願者が減少したものの、他系統と比較して減少率は低く、志願者を集めたとい

える。「農」学系は、社会科学系と同様に前年入試の志願者数増加の反動から減少率が高くなった。

「医・歯・薬・保健」学系は、「医療技術」を除いて志願者が減少した。「医」は6年連続の志願者減である。倍

率は他系統と比較すると依然高倍率ではあるが、2014年度に5.4倍となった以降は年々低下しており今春は4.0倍

までダウンした。

●難関大を敬遠する動きはみられず

難関10大学全体の志願者数は、前期日程で前年比95％と減少した【図表4】。国公立大全体と比較して減少率は

小幅で、難関大を極端に敬遠する動きはなかった。とはいえ、合格者数は前年並み（前年比100％）であり、倍率

は前年に続き0.1ポイントダウンの2.7倍に低下。難関大においても徐々に競争が緩和している。

志願状況は、東京大、京都大が前年比98％、大阪大が同99％と微減であった一方、東北大、東京工業大では1割

近く志願者を減らすなど、大学間で状況に差がみられた。最も高い減少率となった東京工業大は、大学全体の倍

率が前年の4.5倍から4.0倍と大きくダウン。2年連続で志願者が大幅に減少した一橋大は、前々年の3.4倍から

2.8倍までダウンした。

東京大は、前年入試で合格者の最低点が文科一類を上回った文科二類で志願者が減少。今春入試では、一転し

て文科類のなかで合格最低点が低くなった。ただし、理科類も含めて成績分布をみると、ボーダー近辺の層の厚

さに変化はなく、各科類とも2次ランクに変化はなかった。

京都大も、大学全体の志願者数は微減であったが、学科別にみるとその落差は大きい。教育学部では前年比

78％と減少率が高くなったのをはじめ、理、農、医学部で志願者が大きく減少した。一方、工学部は前年比103％

と志願者が増加。なかでも情報学科は系統人気もあり、前年から1割増となった。高成績層も増加しており2次ラ

ンクもアップした。
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【図表4】国立難関10大学（前期日程）入試結果

大学
志願者数（Ａ) 合格者数（Ｂ) 倍率（Ａ／Ｂ)

18 19 20 19/18 20/19 18 19 20 19/18 20/19 18 19 20

北海道 5,833 5,843 5,474 100％ 94％ 2,065 2,013 2,002 97％ 99％ 2.8 2.9 2.7

東北 5,242 4,813 4,384 92％ 91％ 1,880 1,833 1,759 98％ 96％ 2.8 2.6 2.5

東京 9,675 9,483 9,259 98％ 98％ 3,014 3,018 3,010 100％ 100％ 3.2 3.1 3.1

東京工業 4,229 4,222 3,790 100％ 90％ 933 940 944 101％ 100％ 4.5 4.5 4.0

一橋 2,935 2,687 2,490 92％ 93％ 870 878 880 101％ 100％ 3.4 3.1 2.8

名古屋 4,752 4,736 4,422 100％ 93％ 1,815 1,818 1,801 100％ 99％ 2.6 2.6 2.5

京都 7,861 7,511 7,347 96％ 98％ 2,733 2,722 2,725 100％ 100％ 2.9 2.8 2.7

大阪 7,867 7,536 7,462 96％ 99％ 3,153 3,108 3,107 99％ 100％ 2.5 2.4 2.4

神戸 5,634 5,933 5,569 105％ 94％ 2,034 2,053 2,047 101％ 100％ 2.8 2.9 2.7

九州 5,246 5,239 5,014 100％ 96％ 2,180 2,189 2,197 100％ 100％ 2.4 2.4 2.3

全体 59,274 58,003 55,211 98％ 95％ 20,677 20,572 20,472 99％ 100％ 2.9 2.8 2.7

※5月20日現在、河合塾調べ



私立大学私立大学

●志願者数は14年ぶりの減少
センター利用方式での減少目立つ

私立大一般入試の志願者数（延べ数：以降すべて同じ）は、前年比97％と14年ぶりの減少となった【図表5】。

方式別にみると、一般方式は前年比101％と前年並みとなったが、センター利用方式は前年比90％と減少率が

高い。センター試験の平均点が英語・数学・国語の主要教科でダウンしたことに加え、2019年度入試において私

立大のセンター利用方式が難化した影響もあり、センター利用方式を敬遠した受験生が多かったと推測される。

合格者数については私立大全体で前年比108％、人数にして70,037人の増加となった。2018年度入試までは入

学定員厳格化のため合格者数の絞り込みが行われていたが、昨春増加に転じ、2年連続の増加となった。

方式別では、センター利用方式は前年並みの合格者数となったが、一般方式は1割以上増加した。いずれの方

式も合格者の増加率が志願者の増加率を上回ったため、倍率（志願者／合格者）は一般方式で4.6倍から4.1倍、

センター利用方式で3.6倍から3.2倍とそれぞれダウンした。

期別にみると、一期、二期ともに合格者数は増加した。特に二期は2年連続で合格者が大幅に増加したため、倍

率はこの3年で5.1倍→4.6倍→3.6倍と大きくダウンしている。

●首都圏、近畿で志願者減少
都市部と地方の倍率格差は縮小へ
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【図表5】私立大入試結果 全体概況

志願者数（Ａ) 合格者数（Ｂ) 倍率（Ａ／Ｂ)

18 19 20 19/18 20/19 18 19 20 19/18 20/19 18 19 20

全体 3,636,767 3,873,922 3,766,416 107％ 97％ 891,322 921,587 991,624 103％ 108％ 4.1 4.2 3.8

方
式
別

一般 2,462,569 2,550,364 2,572,164 104％ 101％ 543,385 554,626 622,672 102％ 112％ 4.5 4.6 4.1

センター 1,174,198 1,323,558 1,194,252 113％ 90％ 347,937 366,961 368,952 105％ 101％ 3.4 3.6 3.2

期
別

一期 3,337,498 3,521,264 3,431,771 106％ 97％ 832,823 844,281 898,929 101％ 106％ 4.0 4.2 3.8

二期 299,269 352,658 334,645 118％ 95％ 58,499 77,306 92,695 132％ 120％ 5.1 4.6 3.6

※5月20日現在、河合塾調べ、私立546大学の集計
※いずれかの年度データが非公表の学部・学科等については集計対象から除く
※過年度の集計には公立大学法人へ移行した大学の数値を含む

【図表6】私立大 地区別入試結果

地区
志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

18 19 20 19/18 20/19 18 19 20 19/18 20/19 18 19 20

北海道 33,801 38,275 41,346 113％ 108％ 20,275 21,462 21,756 106％ 101％ 1.7 1.8 1.9

東北 35,774 38,202 39,250 107％ 103％ 16,493 17,965 18,589 109％ 103％ 2.2 2.1 2.1

関東・甲信越(首都圏除く） 42,103 49,926 53,071 119％ 106％ 16,698 17,700 18,090 106％ 102％ 2.5 2.8 2.9

首都圏 2,106,501 2,218,409 2,124,118 105％ 96％ 455,415 464,037 495,587 102％ 107％ 4.6 4.8 4.3

北陸 23,595 24,483 28,302 104％ 116％ 9,713 10,621 10,595 109％ 100％ 2.4 2.3 2.7

東海 315,779 342,805 345,183 109％ 101％ 99,568 105,111 113,506 106％ 108％ 3.2 3.3 3.0

近畿 885,611 955,389 912,642 108％ 96％ 193,052 202,229 228,288 105％ 113％ 4.6 4.7 4.0

中国 50,179 51,831 56,896 103％ 110％ 24,195 25,033 25,926 103％ 104％ 2.1 2.1 2.2

四国 11,103 11,146 10,509 100％ 94％ 5,931 5,876 6,348 99％ 108％ 1.9 1.9 1.7

九州 132,321 143,456 155,099 108％ 108％ 49,982 51,553 52,939 103％ 103％ 2.6 2.8 2.9

全体 3,636,767 3,873,922 3,766,416 107％ 97％ 891,322 921,587 991,624 103％ 108％ 4.1 4.2 3.8

※5月20日現在、河合塾調べ、私立546大学の集計
※いずれかの年度データが非公表の学部・学科等については集計対象から除く
※過年度の集計には公立大学法人へ移行した大学の数値を含む



【図表6】は私立大の地区別の入試結果。首都圏、近畿の二大都市圏では志願者が減少しているのに対し、北海

道、北陸、中国、九州といった地方では志願者数が1割近く増加した。地区内の受験生の動向を入試結果調査デー

タでみても、他地区の大学に出願した数が前年比93％であるのに対し、地元の大学に出願した数は前年比97％と

減少率が低くなっている。新入試を翌年に控え、受験生の安全志向が高まり、都市部の難関大への挑戦に消極的

な様子がうかがえる。

一方、合格者数はすべての地区で増加した。近畿地区は志願者が前年比96％と減少したにもかかわらず、合格

者が前年比113％と増加したため、倍率は前年の4.7倍から4.0倍と大きくダウンした。首都圏も同様に、4.8倍か

ら4.3倍にダウンしており、都市部と地方の倍率格差はやや縮小された。

●文系各系統で志願者減
理系は堅調な人気

【図表7】は私立大の学部系統別の入試結果である。

文系は、すべての系統で志願者数が減少しており、特に「社会・国際」「法・政治」学系の志願者減が目立つ。

一方、理系では「理」「工」「農」学系で志願者が増加。医療系では、「歯」「薬」での志願者減少が目立つ。近年、

学部・学科の新設が相次ぐ「看護」は前年比97％と2年連続の志願者減となった。昨春入試で2割近く志願者を増

やした「総合・環境・情報・人間」は前年の反動もあり、前年比89％と大きく減少した。

合格者数に目を転じると、「医」を除くすべての系統で増加している。特に志願者の減少率が高い社会科学系

で合格者が前年より1割以上も増えており、倍率は各系統とも大きくダウンした。

●難関大では志願者減少
受験生の安全志向が現れる入試に

【図表8】は、各地区の拠点大や定員規模の大きい主な大学の状況をまとめたもの。

私立大全体では志願者数が減少したものの、千葉工業大、東洋大、日本大、法政大、明治大、早稲田大、立命

館大、近畿大の8大学で志願者数が10万人を超えた。

大学グループごとの志願者数をみると、首都圏では「首都圏理系10大学」を除くすべてのグループで減少した。

近畿圏でも「関関同立」「産近甲龍」ともに志願者は減少したが、首都圏の大学グループと比較すると減少率は低

い。新入試を翌年に控え、模試時から難関大を敬遠する傾向がみられたが、本番でも同様の動きとなった。なお、

「首都圏理系10大学」の志願者増加は千葉工業大の影響が大きく、千葉工業大を除くと志願者は前年比100％とな

る。
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【図表7】私立大 学部系統別入試結果

学部系統
志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

18 19 20 19/18 20/19 18 19 20 19/18 20/19 18 19 20

文・人文 681,991 730,462 698,544 107％ 96％ 174,221 177,830 186,944 102％ 105％ 3.9 4.1 3.7

社会・国際 387,989 422,883 381,716 109％ 90％ 85,153 88,511 97,091 104％ 110％ 4.6 4.8 3.9

法・政治 280,052 296,436 268,161 106％ 90％ 65,862 66,285 74,651 101％ 113％ 4.3 4.5 3.6

経済・経営・商 770,331 817,061 786,422 106％ 96％ 153,580 158,067 179,483 103％ 114％ 5.0 5.2 4.4

理 128,197 138,625 143,179 108％ 103％ 42,576 43,822 44,820 103％ 102％ 3.0 3.2 3.2

工 618,234 681,505 724,001 110％ 106％ 170,090 179,575 192,132 106％ 107％ 3.6 3.8 3.8

農 100,567 98,302 102,910 98％ 105％ 28,141 31,527 36,360 112％ 115％ 3.6 3.1 2.8

医・歯・薬・保健 346,384 335,917 328,178 97％ 98％ 81,595 84,839 86,862 104％ 102％ 4.2 4.0 3.8

医 102,262 96,319 94,140 94％ 98％ 5,582 6,463 6,334 116％ 98％ 18.3 14.9 14.9

歯 5,956 6,566 5,839 110％ 89％ 2,247 2,265 2,329 101％ 103％ 2.7 2.9 2.5

薬 81,549 75,770 69,060 93％ 91％ 24,323 24,939 25,341 103％ 102％ 3.4 3.0 2.7

看護 89,629 88,100 85,383 98％ 97％ 26,182 26,871 27,731 103％ 103％ 3.4 3.3 3.1

医療技術・他 66,988 69,162 73,756 103％ 107％ 23,261 24,301 25,127 104％ 103％ 2.9 2.8 2.9

生活科学 77,866 77,150 72,517 99％ 94％ 29,312 30,115 30,010 103％ 100％ 2.7 2.6 2.4

芸術・スポーツ科学 104,390 108,860 111,734 104％ 103％ 29,177 28,534 30,406 98％ 107％ 3.6 3.8 3.7

総合・環境・情報・人間 140,703 166,721 149,054 118％ 89％ 31,554 32,482 32,865 103％ 101％ 4.5 5.1 4.5

全体 3,636,704 3,873,922 3,766,416 107％ 97％ 891,261 921,587 991,624 103％ 108％ 4.1 4.2 3.8

※5月20日現在、河合塾調べ、私立546大学の集計
※いずれかの年度データが非公表の学部・学科等については集計対象から除く
※入試方式により大学計しか公表しない大学があるため、「全体」の数値は他の集計の合計と一致しない



合格者数については、大学により異なるが、ここ2年で定員超過率が大幅に改善されたこともあり、適正化を完

了した大学では前年並みもしくは前年以上の合格者を出す大学が散見された。前年から合格者が大きく増えた

のは専修大（前年比138％）、日本大（同119％）、龍谷大（同122％）、近畿大（同122％）などである。

なお、昨春入試では正規合格者を減らし、補欠・追加合格で入学者を調整するケースが目立ったが、今春も同

様の動きがみられた。駒澤大、上智大、東海大、立教大、早稲田大、関西大、近畿大では、追加合格者を1千人以

上出している。詳細については各大学のページをご確認いただきたい。

2021年度入試情報は河合塾の大学入試情報サイトKei-Netでご確認ください。

Kei-Netでは、2021年度入試の変更点や学部・学科の新増設の状況など、最新の入試情報を掲載しています。

URL＝www.keinet.ne.jp/exam/future/
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【図表8】私立大 主な大学の入試結果

大学
志願者数（Ａ) 合格者数（Ｂ) 倍率（Ａ／Ｂ)

18 19 20 19/18 20/19 18 19 20 19/18 20/19 18 19 20

早慶上理 248,257 241,722 225,541 97％ 93％ 44,267 43,667 44,306 99％ 101％ 5.6 5.5 5.1

慶應義塾 43,301 41,875 38,454 97％ 92％ 8,817 8,797 8,590 100％ 98％ 4.9 4.8 4.5

上智 31,181 27,916 26,156 90％ 94％ 5,085 4,765 5,476 94％ 115％ 6.1 5.9 4.8

東京理科 56,566 60,593 56,355 107％ 93％ 15,833 15,539 15,727 98％ 101％ 3.6 3.9 3.6

早稲田 117,209 111,338 104,576 95％ 94％ 14,532 14,566 14,513 100％ 100％ 8.1 7.6 7.2

MARCH 465,702 449,134 412,269 96％ 92％ 71,733 76,351 78,335 106％ 103％ 6.5 5.9 5.3

青山学院 62,905 60,404 57,822 96％ 96％ 7,313 8,136 8,262 111％ 102％ 8.6 7.4 7.0

中央 88,182 92,686 86,476 105％ 93％ 15,198 17,059 17,026 112％ 100％ 5.8 5.4 5.1

法政 122,499 115,447 103,628 94％ 90％ 17,548 17,896 18,591 102％ 104％ 7.0 6.5 5.6

明治 120,279 111,755 103,035 93％ 92％ 21,216 22,040 22,304 104％ 101％ 5.7 5.1 4.6

立教 71,837 68,842 61,308 96％ 89％ 10,458 11,220 12,152 107％ 108％ 6.9 6.1 5.0

日東駒専 321,197 327,779 295,527 102％ 90％ 67,756 68,005 80,796 100％ 119％ 4.7 4.8 3.7

駒澤 44,815 48,715 28,825 109％ 59％ 8,550 7,093 8,129 83％ 115％ 5.2 6.9 3.5

専修 45,761 56,201 51,024 123％ 91％ 8,437 8,355 11,559 99％ 138％ 5.4 6.7 4.4

東洋 115,441 122,010 101,776 106％ 83％ 21,504 23,868 27,048 111％ 113％ 5.4 5.1 3.8

日本 115,180 100,853 113,902 88％ 113％ 29,265 28,689 34,060 98％ 119％ 3.9 3.5 3.3

成成明國武 114,733 118,980 102,060 104％ 86％ 20,578 19,937 21,691 95％ 110％ 5.6 6.1 4.7

首都圏理系10大学 264,646 291,130 303,823 110％ 104％ 63,507 67,480 69,782 106％ 103％ 4.2 4.3 4.4

首都圏女子14大学 80,212 87,623 75,083 109％ 86％ 25,780 23,660 25,421 92％ 107％ 3.1 3.7 3.0

関関同立 291,378 280,227 274,449 96％ 98％ 67,046 68,506 70,895 102％ 103％ 4.3 4.1 3.9

同志社 58,596 53,751 49,946 92％ 93％ 16,143 15,232 15,412 94％ 101％ 3.6 3.5 3.2

立命館 98,262 94,198 103,669 96％ 110％ 24,995 27,387 30,962 110％ 113％ 3.9 3.4 3.3

関西 92,216 93,452 87,625 101％ 94％ 16,026 16,583 16,189 103％ 98％ 5.8 5.6 5.4

関西学院 42,304 38,826 33,209 92％ 86％ 9,882 9,304 8,332 94％ 90％ 4.3 4.2 4.0

産近甲龍 278,375 288,357 273,850 104％ 95％ 45,890 51,295 61,040 112％ 119％ 6.1 5.6 4.5

京都産業 50,562 55,350 56,220 109％ 102％ 6,118 8,708 9,834 142％ 113％ 8.3 6.4 5.7

龍谷 51,802 55,444 53,281 107％ 96％ 9,465 10,366 12,625 110％ 122％ 5.5 5.3 4.2

近畿 156,225 154,672 145,350 99％ 94％ 25,837 27,892 34,035 108％ 122％ 6.0 5.5 4.3

甲南 19,786 22,891 18,999 116％ 83％ 4,470 4,329 4,546 97％ 105％ 4.4 5.3 4.2

北星学園 2,851 3,201 3,435 112％ 107％ 1,455 1,505 1,581 103％ 105％ 2.0 2.1 2.2

北海学園 6,312 7,082 7,800 112％ 110％ 4,179 3,955 3,657 95％ 92％ 1.5 1.8 2.1

東北学院 10,181 10,728 9,938 105％ 93％ 4,272 4,278 4,588 100％ 107％ 2.4 2.5 2.2

愛知 22,154 23,238 22,985 105％ 99％ 6,377 6,887 8,054 108％ 117％ 3.5 3.4 2.9

中京 37,465 36,490 38,228 97％ 105％ 8,215 8,443 9,756 103％ 116％ 4.6 4.3 3.9

南山 25,340 24,801 22,408 98％ 90％ 7,018 7,285 7,885 104％ 108％ 3.6 3.4 2.8

名城 38,306 38,845 38,843 101％ 100％ 11,011 11,727 13,701 107％ 117％ 3.5 3.3 2.8

西南学院 21,473 22,289 21,295 104％ 96％ 5,966 5,823 5,084 98％ 87％ 3.6 3.8 4.2

福岡 48,982 50,287 52,114 103％ 104％ 12,987 13,295 13,890 102％ 104％ 3.8 3.8 3.8

※5月20日現在、河合塾調べ、私立546大学の集計
※いずれかの年度データが非公表の学部・学科等については集計対象から除く

成成明國武：成蹊・成城・明治学院・國學院・武蔵
首都圏理系10大学：千葉工業・北里・工学院・芝浦工業・東京工科・東京電機・東京都市・東京農業・麻布・神奈川工科
首都圏女子14大学：大妻女子・学習院女子・共立女子・白百合女子・実践女子・昭和女子・聖心女子・清泉女子・津田塾・東京家政・東京女子・日本女子・

東洋英和女学院・フェリス女学院


